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亡くなる日まで、ジョセフ・グルー大使はパール・ハーバー攻撃に先立つ日米交渉において、ワシントン側の対応が想像力と柔軟性に欠けるものだったと信じていた。グルーは、１９３２年から１９４１年まで日本大使を務め、当時のアメリカで最も経験に富み、傑出した外交官だった。彼は、近衛文麿首相の提案を中心テーマとする、大使館の入念な報告と分析と勧告をワシントンが無視したと考えた。近衛の提案とは、彼とルーズベルト大統領がホノルルで直接に顔を合わせて努力し、すべての懸案事項について解決を図ろうというものである。もしこの会談が行われていたならば、太平洋戦争は避けられていたかも知れないとグルーは信じていた。

この重大な時期に、私はグルーの私設秘書として、彼の日の目を見ることのなかった「任務失敗」報告書をささやかながら手伝った。それは東京で真珠湾攻撃後の抑留中に書かれたものである。また、2ヶ月に及ぶアメリカへの送還船の中で時間をかけて諸問題を彼と議論した。そして彼がコーデル・ハル国務長官を訪ねてこのレポートを提出しようとした時、彼に同行した。私はその時も、そして今もこう思っている。グルーは正しかった。会談は行われるべきだった。もし行われていれば、太平洋戦争は避けられたかもしれなかった。それもアメリカや連合国の原則や利益を損なわずに。

外交だけでなく、母校のグロトン高校
のために尽力していたグルーは、日本での任期中の10年間に、グロトンの校長に頼んで、大学卒業間近のグロトン高校出身者一名を指名してもらい、彼の私設秘書として2年間東京に来させるのを常としていた。その職はグルー自身のポケットからたった月５０ドルが支払われるだけだったが、その若者にとっては外交を内側から見て、彼がその職に就きたいかどうかを決める絶好の機会を提供した。グルーがクロッカー校長に宛てた１９４１年の典雅な手紙から引用すれば、この機会を与えられた四人のうち、三人は外交官となり、一人は教会へと進路を変更していた。

私の前任のマーシャル・グリーンは、１９４１年の６月に帰国した。我々はニューヨークで会った。私がこの職を受けることが可能になったのは、私に網膜剥離の病歴があったため兵役が免除されたことによるが、この職について私の持っていた迷いをこの時彼が取り払ってくれた。「グルー夫妻は立派だし、大使館の人たちも一流だ。任務はそれほど骨の折れるものではない。そして、戦争の暗雲が集まりだしているが、日本はまだまだすばらしいところだ」と彼は言った。一緒に過ごした２日の間に、私はグリーンに飛行機に乗らないかと誘った。その時私の個人飛行時間は五、六百時間に達していた。彼は今でも、ロングアイランド海峡を下っていくタンカーの数フィート上すれすれの急降下飛行とデッキの上を避難しようと走り回る船長の姿の話をする。

今では信じられない事だが、この頃は、アメリカの外交に携わろうとする人たちは、任地へと出発する前に国務長官あるいは国務次官を訪ねていた。外交官の数がこれを可能にするほど少なかったのである。私は外交官ではなかったが、グルーは旧友のグロトン高校出身者であるサミー・ウェルズ次官に私の出発の手配をチェックし、私に少しでも会ってくれないかと頼んだ。私は、ハル長官とウェルズ次官の執務室の間にある二人の秘書がいた待合室で、ウェルズ次官が私を招き入れてくれるまでの間待っていたのを思い出す。二人の秘書は、彼らのボスたちの秘書業務全部をしていると言っていた！

７月初めに東京に着くと、大使館構内にある政府から与えられた私用のアパートのドアの所で、グリーンから引き継いだお手伝いのカニさんのお辞儀と微笑に迎えられた。荷物を解く暇もなく、電話が鳴った。それはグルー大使からのもので、知り合うために丘の上の彼の公邸に来ないかという誘いだった。

グルーの書斎に入ると、彼は買ってから何十年も家で仕事をする時に使っていた古いタイプライターから向き直り、私を暖かく迎えた。３０分ほど話をしたところで、入ってきたグルー夫人に紹介された。彼女は、グリーンと違って私がブリッジを知らないのを残念がった。しかし、グルーは私のゴルフの腕前についていい報告を受けており、それが重要だと言った。夫妻とも、この上なく魅力的だった。私は、すべてがうまく行きそうだと感じながら、部屋を後にした。

翌日、私は大使館の人たちに会った。特に記すと、日本生まれで流暢な日本語を話すグルーの右腕のユージーン・ドゥーマン参事官、エドワード・クロッカー一等書記官、モスクワ大使館から着任したばかりのチャールズ・ボーレン二等書記官（後のルーズベルト大統領の対ロシア通訳兼アドバイザー、その後ソ連大使、フランス大使、フィリピン大使を歴任）、海軍武官のヘンリー・スミス・ハットン大佐、陸軍武官のハリー・クレスウェル中佐、通商担当のフランク・ウィリアムズ、グルーの執務室の外側のオフィスを私とシェアーした長年の秘書のマリオン・アーノルドたちである。

私は、主要な任務の一つがゴルフであると分かっていた。グルーは、仕事が許すときは、平日の午後すばやく大使館のゴルファーの中から４人のチームを集めたものだ。一番回数が多かったのはドゥーマン、ボーレン、クロッカー、そして私で、私たちは小金井や霞ヶ関やその他の近くのコースに出かけた。日本との関係は悪化しており、グルーの日本人の友人たちは、たとえゴルフコースの上でも、グルーと一緒にいるのを見られるというのが許されなくなっていた。その一方で、決定的に重要な場面でグルーやドゥーマンと会談を持つために、ゴルフゲームや私的な夕食会を用心深く設営することがまだ可能だった人たちもいた。近衛首相もその一人だった。

この思い出深い夏と秋の、多くの楽しい出来事の中で、ある一つを紹介しよう。私設秘書の任務の一つは、グルー夫妻が公邸でのディナーパーティの後でアメリカ映画を見せる時、映写機を操作することだった。映写機はいくぶん旧式のもので、リールが回っている最中に時々故障した。ある夜、イギリス大使のロバート・クレーギー卿夫妻たちを招いている時に故障が起こった。グルー夫人のとなりに座っていたクレーギー夫人は、「ねえ、あなた、あなたの映写機はいつも故障するのが本当に不運ね。」と言った。グルー夫人は、とっさの応酬には手強い好敵手で、こう答えた。「あなた、その通りよ。でも、今夜は重要なゲストが一人もいないなんて、幸運じゃない？」

戦争を回避するべく

何週間か過ぎた頃、私はグルーとドゥーマンが戦争を回避できる見通しに重大な影響を与えると信じていた仕事に重く係わっているのに気が付いた。その事柄は、大使館の中だけに小さく閉じ込められてはいたが、グルーがワシントンに伝達した近衛首相からのある提案であることを私は知った。それは近衛首相とルーズベルト大統領がホノルルで顔と顔を合わせて会い、手遅れとなる前にアメリカと日本の関係を基本的に変える努力をする、というものである。そのような会談で、近衛はアメリカおよび連合国が受け入れられるような解決案の条件を提示できると確信している、とグルーはワシントンに伝えていた。近衛は、それらの条件は天皇と軍権力トップの支持を得ており、会談の使節団が帰国した時に、大統領との望まれている合意の承認に重きを与えるために、軍の高官が彼と同行することになっている、と言っていた。

この提案に対するワシントンの最初の反応は好意的だった。このアイデアは、大統領の心を捉えたと言われていた。８月下旬に行われた日本の野村吉三郎大使との会議で、ルーズベルトは「ハワイのような遠い所まででかけるのは困難だ」と言い、２１日間も留守に出来ない理由を細かに挙げた。彼は、全部で十四、五日しかかからず、日本の首相と三、四日は話が出来るアラスカのジュノー
を会談の代わりの場所として挙げた。会議の終わりに、彼は「プリンス近衛と三日か四日を過ごすことに大変関心を持っている」と言い、再びジュノーに言及した。この会話が東京に報告された後で、近衛はグルーに、ジュノーは完全に受け入れられるものであり、駆逐艦が横浜で彼と彼の同行者を乗せるべく、エンジンを掛けて待っていると語った。横浜に住んでいる大使館員がこれを確認した。

しかしながら、９月３日にホワイトハウスで行われた野村との会談で、大統領は国務省が用意した彼から近衛へのメッセージを読み上げたが、その中にこういう部分があった。「提案されている会談の成功を確実にするための用心として、合意を目指している基本的で本質的な問題の予備的な議論をすぐに始める事が大変に望ましいだろう。」野村が大統領は今でも会議に前向きかどうかを尋ねると、大統領は「そう思っているが、会議の成功を確保するためには事前にこれらの諸問題を解決しておくことが非常に重要だ」と答え、そして続けた。「我々にとって、この件を十分に英国、中国、オランダと議論することが必要になろう。太平洋地域での適切で平和的な解決に影響を与えるにはそれしかないのだから。」

その後に続いた会合でも、ルーズベルトとハルはこれら二つのテーマを繰り返した。提案されている会合の前に「合意が求められている基礎的で本質的な諸問題」についての日米の予備的な議論（これは明らかに合意を意味していた）、そして「我々の同盟国である中国、英国、オランダとの事前の相談」の二つである。９月４日の野村との会合で、ハルは「特に中国との相談が必要で、そうしなければ彼らはアメリカに裏切られるのではないかと心配するであろう」と言った。明らかに蒋介石の反応に対する配慮が政府のキーファクターになっていた。

裏切りの恐れ

近衛は、春にこの会談の話を初めて持ち出した時に、なぜ彼が日本の外で大統領と個人的に会わねばならないのか、なぜ彼がそのような会談で外交的なチャネルを通してでは不可能な条件を提示できるのかをグルーに説明しており、グルーはそれをワシントンに説明していた。外交ルートを通じて、中国問題や他の問題に関してワシントンが求めているような具体的な保証を提示しようとすれば、外務大臣の松岡洋右はこれらの保証をすぐに日本の狂信的な分子とドイツ・イタリアの大使館に漏らし、近衛は暗殺され、努力がすべて失敗に帰するだろう、と。松岡は、日本をドイツ・イタリアとの枢軸同盟に導いた人物で、ドイツやイタリアと一緒になって、日本がアメリカと調整に入るのをあらゆる手段で妨害するであろう、と。さらに、大使館と国務省との間の通信に使われている暗号を通じて敵対的な情報漏洩が行われるリスクも存在した。大使館は、暗号の内の一つはまだ安全であると思っていた。しかし、近衛はグルーに、その外の全部の暗号は日本の暗号専門家に解読されているはずだと言った。

６月にドイツがロシアに侵攻して松岡が辞任
せざるを得なかった後で、近衛はグルーに、松岡は辞めたが彼の支持者はまだ外務省に残っており、彼らは近衛が大統領に提案しようとしている建設的な条件を同様に漏らすだろうと伝え、グルーはこれをワシントンに伝えた。一方で、近衛はこう主張した。もし彼が陸軍と海軍の高官に付き添われてルーズベルトと顔を合わせ、これらの条件を提示し、それらが原則的に受け入れられ、ワシントンと連合国がそれに協力して詳細な実行計画が実現すれば、日本における反応は安堵と受け入れであろうから、国粋主義者といえどもこの事態をひっくり返すことはできないだろうと。

中国の泥沼

グルーとドゥーマンはこの主張を支持した。天皇から下の方まで、日本人は中国における冒険がうまくいっていないのを知っている、と彼らはワシントンに伝えた。特に、７月の日本の在外資産凍結と石油・屑鉄の対日禁輸
以来、中国での終わりなき戦争は日本を滅亡へと追いやりつつあった。タクシーが角を一つ曲がる毎に日本の石油が減った。国粋主義者と狂信者を除けば、大部分の日本人は、顔の立つような合意ができて、決められたスケジュールに従って中国や東南アジアから—満州は無理にしても—撤兵できることを心から望んでいると信じるに足る十分な理由があった。日本は満州を既に９年間手にしており、その経済を日本本国の経済に組み込むのに成功していたので、満州の支配権は中国の国民政府の合意を得て解決すべき特別な問題となっていた。とにかく、時は今しかなかった。この機会を捉えなければ、日本の経済状態と国内の不満があまりにも深刻になり、その結果、軍部は国を完全しコントロールして西側に対する自殺的な戦争を始めるべきだと思い、またその権利があると感じるであろう。

グルーは、提案されている会談の前に、ワシントンが求めているような中国やインドシナや枢軸同盟や貿易無差別などの諸問題に関して近衛が明確で具体的な約束をすることは、彼が国内の敵意に身を曝すリスクを意味しているので不可能である、とワシントンに伝えた。一方でグルーはこう主張した。近衛は、この会談で諸問題に対する約束を提示できるし、それらは天皇と軍のトップと国民のサポートで実行に移されるであろうと信じるに足る強い理由があると。誰もこれを保証できる訳ではなかった。しかし、その他の選択肢はほぼ間違いなく近衛内閣の交代と戦争に向かっての急降下であった。

色褪せていく希望

週が過ぎて行き、ワシントンが近衛の会談の提案を受け入れるのを依然として留保している間に、近衛とグルーは失望の色を深めていった。近衛は二人の秘密の会合でこう警告した。もう殆ど時間がない。もうすぐ自分は辞職せざるをえないだろう。その後に続く首相と内閣は、相互に受け入れ可能な解決策を強い決意で求めたり、実行に移せるような提案をするチャンスははるかに少ないだろうと。最後にして最善の解決のチャンスとして会談を受け入れるように、何度も何度もグルーはワシントンを急かした。近衛だけでなく、グルーとドゥーマンが確信するところでは、天皇も軍のトップも民間のリーダーも、みじめな降伏ではないという面目だけ立てば、日本の成功していない軍国路線を逆に引き戻すことを望んでいる、とグルーは主張した。そのような面目を立てるためには、日本は軍隊を一晩で中国やインドシナから撤兵することはできず、可能なやり方といえば、実効的な安全体制の下で、合意可能な期間に達成できるような行動の方向を約束することだった。

このような状況下では、個人の人格が重要な違いを生み出すことがある。ハル長官の極東問題アドバイザーは、スタンレー・ホーンベックという元学者だった。彼は中国の専門家としてこのポストに就いており、グルーや他の東京の大使館員には、日本人に対する侮蔑と嫌悪を示してきた人間として個人的に知られていた。会談に対するルーズベルトとハルの最初の好意的な反応が冷たいものに変わったのは、ホーンベックの影響とアドバイスによるところが大きいとの声が東京の大使館にも聞こえてきた。伝わるところでは、懸案事項、特に中国問題に関して、会談に先立って日本に明確で具体的な保証の提示を要求するという政策が採用されたのは、ホーンベックが主唱したものだった。グルーは日本に長くいすぎたため、日本人以上に日本人になっている、我々がなすべきことといえば日本人に対して立ち上がることで、そうすれば彼らは屈服するであろう、こう言っている人間としてホーンベックのことが伝えられた。ジョセフ・バランタイン（極東局長）を始めとする国務省の「日本専門家」が大使館の勧告に賛成の方向であると大使館には聞こえてはいたが、どれくらい強く賛成したかは明らかでなかった。明らかだと思えたのは、ホーンベックの方が立場が強く、彼の見方がハルとルーズベルトの上に優勢になっていたことだった。

近衛の辞職

会談の提案がアメリカに受け入れられるのを願い、待っていた甲斐もなく、近衛は１０月１６日に辞職して、後任には東条英機将軍が就いた。グルーとの私的な会話のなかで、近衛はこの進展に平静を保ちながら、東条が近衛内閣の陸軍大臣として会談の提案を個人的には支持してきたこと、そして大統領との望まれている合意に東条の個人的な重みを加えようとしていたことに触れた。しかし、グルーとドゥーマンは今や平和への期待を殆どなくしており、日本をすぐにではないにしても整然と徐々に攻撃的な方向から転換していくという近衛の提案はチャンスを失ったと信じた。ワシントンでの議論は続いた。グルーは新外務大臣の東郷茂徳やその他の人が成功するように持てる才能を最大限に使った。だが、グルーは、近衛が提案した会談をあきらめて辞任したところでサイは投げられてしまったのだと、内輪の場で正直に語っていた。

この見方のもとに、グルーは１０月と１１月に警告の電信を数多く送った。日本人は、資産凍結と禁輸によりコーナーに追い詰められたと考えており、外国の経済的な圧力に耐えられるようにするために、すべてを賭けた生きるか死ぬかの試みに訴える可能性があり、多分そうするだろう。たとえその努力が国家的な腹切りに等しいものでも、と。１１月３日のメッセージで彼は、アメリカ相手の自殺的な戦いに無鉄砲に突っ込んでいこうとする日本の戦力を過小評価してアメリカが戦争に巻き込まれることがないように、との希望を表している。「刻々と時は過ぎていき、アメリカとの武力衝突は突然危険に劇的にやってくるかも知れない。」と彼は言った。その年の早い時期に、日本のある提督が酔っ払って、戦争が来るとすれば、パール・ハーバーの攻撃がその始まりだろうと言ったのを東京のペルー大使が外交官仲間に知らせており、グルーはそれを報告していた。グルーの先見の明のある警告と、日本人は我々が立ち上がりさえすれば屈服するとのホーンベックの伝わってくる見方の間には、これ以上ないほどのコントラストがあった。しかし、ハルや大統領に対してのみならず、太平洋の防衛に責任を持つ軍当局に対してさえも、中国寄りのホーンベックの分析の方が東京大使館の分析に勝るものになっていた。

戦争開始

そして、戦争が始まった。その日は、アメリカでは日曜日だったが、東京の我々にニュースが届いたのは１２月８日月曜日の朝だった。８時頃に私は自分のアパートから大使館へと十数メートルの距離を歩いた。チップ・ボーレンが階段を降りてきた。「ニュースを聞いたかい。日本がパール・ハーバーや西太平洋のほかの場所を攻撃したんだ。大本営は、日本がアメリカおよび連合国と戦闘状態に入ったと発表しているよ。」私がこの情報を飲み込んでいる間に、他の大使館員が到着した。殆どがドライバーからこのニュースを聞いていた。

私は大使館の正門の方へと降りていった。そこは、日本の警官により固く閉ざされていた。外の通りで、新聞売りの少年が「号外、号外」と叫んで、公式の日本政府の英字新聞であるジャパンタイムズ・アンド・アドバタイザーのコピーを手に持って振っていた。見出しには大きな文字で、戦争開始と書かれていた。その時私には、この新聞は何が起こったかの情報をとれるだけでなく、いい記念品となるのではないかとの考えが浮かんだ。そこで、できるだけ目立たないように大使館を取り囲んでいる８フィートの塀に沿って塀の角まで歩いた。角には何本かの松が植えてあり、すこし人目を遮ることができた。そこで私は塀を乗り越えて、新聞を２部買った。一つはグルーのために、もう一つは私が保存するために。そして、また塀を乗り越えて戻った。

その新聞はフレームに入れて部屋に飾ってある。戦争開始の見出しの下に、戦争勃発に対する日本国民への詔勅の英訳が載っている。多分、御璽詔書担当により起草され翻訳されたものであろうか、流麗な英語で、散文体の傑作である。１９４５年の１０月初旬に東京に帰ってきて、私は同じ新聞が１９４５年８月１５日の降伏の日に発刊されたものをも手に入れることができた。戦争の間に、この新聞はニッポン・タイムズと名前を変えていた。降伏の見出しは戦争開始のものよりも当然ながら小さく、「陛下は平和回復の詔勅を発布」となっている。そして、１９４１年のもののように、この詔勅も散文体の傑作である。

東京のパール・ハーバーの日に戻ると、午前１１時頃に日本の役人を数人乗せた車が大使館に入ってきて、外務省の大野という人が大使に会いたいと申し入れた。大使にもドゥーマン参事官にも会えないと告げられると、大野はその次に高位の大使館員に会いたいと言った。それは一等書記官のクロッカーだった。その時までに私は事態を理解しており、大野一行と一緒にクロッカーのオフィスに滑り込んだ。

簡単に挨拶を交わした後、大野はポケットからペーパーを取り出したて言った。

「大使館の代表者としてのあなたに、このドキュメントを手渡すようにとの指示を受けています。最初に私が読み上げます。」そうして、彼は読み上げた。
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閣下

私は、貴国と日本が今日から戦闘状態に入ったことを閣下にお知らせする名誉に浴します。

私は、この機会に閣下に最高の考慮を払う保証を新たに致します。

外務大臣 東郷茂徳

在東京 アメリカ合衆国特命全権大使 ジョセフ・クラーク・グルー閣下殿

しばらくの沈黙の後で、クロッカーが「これは大変悲劇的な瞬間です。」と言い、大野が答えた。「本当に。そして、私の任務もこの上なくいやなものです。」

大野が到着する前から、ボーレンの指示により我々のグループは暗号書と保存書類を焼き始めていた。暗号書は数が多くてかさ張り、書類は膨大だった。今の書類破棄技術と比べると大違いで、それらを効果的に燃すことは困難な仕事だった。焼却は、屋内では金属製のごみ捨てを使って、そして屋外ではガレージ内のスチールのドラムを使って行われた。努力を尽くしても、時々、焼け残った暗号や文章のページが、あるいはページの一部が空中に舞い上がり、東京の空を漂った。

ゴルフと食料品

その後、我々６５人はグルーとドゥーマンの指揮の下に組織化され、スムーズに流れていく、不快ではない日常生活の日々が続いた。幸運なことに、私の任務の一つだったのだが、戦争の可能性があまりにも明白だったので、私はアメリカ人の大使官員各人それぞれが希望するもののリストを作り、前金でもらって、８月に大量の食料品をサンフランシスコに発注していた。注文したものは、パール・ハーバーの一，二週間前に着いて、まさに神の賜物となった。

海軍武官のスミス・ハットン大佐夫妻の娘で８才のシンシアの次に最年少だった私は、体育部長に任命された。この仕事は、小さなものではなかった。我々の殆どは、書いたり、読んだり、タイプを習ったりなどで結構忙しく暮らしていたが、それでも当然ながら、かなりの空き時間が発生しており、スポーツは士気と健康を保つ上で間違いなく重要だった。そこで、ボーレンと海軍武官補のマート・ストーンと私とで建物の間や建物越えに５００ヤード以上に達する９ホールのゴルフコースを設計した。また、駐車用の庭にバドミントン・コートやピンポン・テーブルをセットした。私はこれら三種のスポーツの商品付きトーナメントを次々に開催し、皆熱心に競った。模様が彫ってあるカップや灰皿のような賞品は、私が外に注文したものだったり、グルーの友人から送られたものだったりした。

ゴルフはいつでもグルーのお気に入りのスポーツで、彼は毎朝公邸から降りてくるとゲームをした。彼は私のゴルフの腕前を過大評価しているのか、チーム競技のパートナーとしていつも私を選んだ。我々が勝つと、「大東亜ブラック・サルファー・スプリングス・ゴルフクラブ」と彫ってあるトロフィーを持ち帰った。ブラック・サルファー・スプリングスとは、我々の相方であるアメリカでの日本人外交官が抑留されている豪華なリゾート
のことだった。また、「大東亜共栄圏ゴルフコース」というタイトルを使うこともあった。

ゴルフゲームを盛り上げるために、私はホールごとの賭けも用意した。それは、例えば次に窓を壊すのは誰か、というようなもので、当たれば賭金がもらえた。言うまでもないが、いくつかのホールは３階建てのアパートの上を越してプレーヤーには見えない小さなグリーンを狙うようになっているので、多くのボールが東京の通りへと出ていった。幸いなことに、ボールが山ほどあったので、品切れになることはなかった。また、日曜以外には毎日、グルーと四、五人の熱心なポーカー・プレーヤーが集まって、長いゲームを続けた。これは、ニューヨークに着くまで、送還船の中でも行われた。賭金はかなり高く、ある時点では陸軍武官補の負債のレベルが、彼だけでなくグルーや他のメンバーにとって気になる高さに達していた。幸いにも、彼は最後には殆どイーブンに戻した。グルー夫人の率いるブリッジのチームも、同様に殆ど毎日ゲームをした。

ドゥーリトル空爆

４月中旬に、陸軍武官補のスタントン・バブコック（彼もグロトン高校出身者だった！）と私設ゴルフコースを回っている時に、遠くで爆発音が聞こえた。見上げると、比較的大きな軍用機が国会議事堂の上を大変低くゆっくりと飛んでおり、その後ろや上空で高射砲が破裂する黒煙が見えた。その軍用機は明らかに高射砲を逃れて、南へと去っていった。バブコックは、あれはアメリカの軍用機に間違いないが、どうして東京までたどり着いたのだろうと言った。空母から発進したというのがもっともあり得る方法だが、あのサイズの飛行機が空母から発進するなど聞いたことがない、と彼は言った。

我々はクラブを放り出して、もっとよく見ようと公邸の方へ駆け上った。そこで私たちは、スイス公使のゴルゲと一緒にいるグルーに出会った。グルーは、公使を見送っている時に多くの大きな飛行機が頭上に見えたと思ったら、そのすぐ後にあちこちで火と煙が立ち昇るのが見えたと言った。しかし、飛行機はもう視界から消えていた。

その日の夕刊は、日本の各地で９機の敵機が撃墜されたと報じ、その証拠としていくつかの写真が載っていた。しかし、調べた結果、我々の軍事関係者は、これらの写真が落とされた一機を様々な角度から撮っているものだと結論付けた。我々はドゥーリトル空爆をリングサイドで見ていたのだとゴルゲから知らされたのは、後になってのことだった。

「任務失敗」報告書

思い起こせば、１２月の終わりに、グルーはハル長官と大統領宛のレポートを用意し始めた。これは、パール・ハーバーに先立つ交渉でのワシントン側の誤った対応について、彼が信じている、率直な、熟慮の末の見方を示すものだった。日米友好の大義に１０年に及ぶ人生を捧げた後で、その結果がパール・ハーバーでの殺戮に終わったのを見て、グルーは、自分が大使館側から見た１９４１年の交渉の率直な評価をワシントンの上司と歴史に対して提出すべきだと良心に照らして感じていた。それは、彼一人の責任で出される、個人的なレポートの位置づけだったが、準備に際してはドゥーマンのコメントや指摘をもらおうとしていたし、後には大使館の他の二、三人、特にクロッカーとボーレンからももらうことになった。レポートはもちろん完全に内密のもので、ハルと大統領のためだけのもの—彼らが他人に見せなければ—だった。

毎朝、グルーは公邸の書斎でレポートに取りかかった。徐々にドゥーマンが、そしてクロッカーとボーレンが仕事に巻き込まれていった。マリオン・アーノルドがすべてのタイプを打った。３月のある朝、彼は私にそのコピーを渡し、私のアパートに持ち帰って読むように言い、主要な政策についての考え方からレポートの書き方に至るまですべてについて、私の考えや指摘を求めた。私は誰にもレポートの草案を見せず、私のコメントを付けて彼にそれを返すことになっていた。

私はこの仕事に２日費やした。グルーは、私の仕事に心から感謝をした。この後の方で説明するが、私の知る限りでは、このレポートは今では存在していない。従って、その内容に触れようとすれば、私の記憶に頼る外はないのである。

英語の達人であるグルーは、明確で精緻な、時には雄弁な言葉を使って、彼が電信で送った近衛とルーズベルトの会談をどう考えるかについて本質的に要約した。思い起こせば、フーバー大統領に任命されて１９３２年に東京に着いた時から彼は間断なく日米友好の大義に人生を捧げてきた。しかし、日本の攻撃的な進路の結果、日本が満州へ、中国へ、そしてインドシナへと出て行くに従って、彼が見たものは両国の関係の確実な悪化だった。

最後に、１９４１年の夏と秋に、近衛首相の下で、その方向を反転させる機会がやってきたのだ、とグルーは続けた。日本の政策の進展、日本の出す条件や態度、近衛首相など関与している指導者たち、これらに関する精通した知識をもとに、入念に理由付けられたメッセージの中で、大使館は何度も何度もこの本物の機会を捉えるべきだと主張してきた。なぜ近衛が日本の政策に根本的な変更をもたらす彼の遠大な提案を外交チャネルにより提示できないかをも、大使館は明確に説明してきた。なぜならば、そうすれば彼を潰すための情報漏洩は確実で、近衛は暗殺されて、この企画は失敗したであろうから。近衛は、天皇と軍部の支持を得て、日本の軍隊を中国とインドシナから撤兵させる用意をしていた。しかし、これは具体的に期間を限って、その中で整然と段階を踏んで行われなければならなかった。みじめな降伏でないという面目がたつように。

屈することなく

ワシントンは、始めは提案に関心を示していた。しかし、この関心はすぐに衰えて、日本に対する大雑把で硬直的な要求が取って変わった。これは日本の現状を無視するもので、日本も誤った政策の結果、そのような現状に追い込まれていた。アメリカは事実上日本にこう言った。中国とインドシナから完全に撤兵せよ。枢軸同盟を放棄せよ。開かれた、無差別的な貿易慣行にせよ。そうすれば交渉に応じようと。大使館は、それに対して、こう説明した。近衛も多くの面でアメリカと同じ目標を目指している。しかし、日本軍は中国とインドシナに既に広く展開しており、誤った政策の遂行に既に重い犠牲を払っている。現状の方向を変えるには一定の期間が必要であり、近衛はそのような重い事実を考慮にいれて段階的に実現していくしかないのだと。明確に日本の利益にかなっている段階的な実行計画に対し、近衛やその支持者の本当の誠実さに正当な信頼を置くべきだという大使館のアドバイスは明らかに信じられず、拒否された。

グルーは、このレポートのなかで、電信で送ったものよりも、また後に書いた本の中にあるものよりももっと具体的に近衛が彼に語り、彼が大統領に伝えようとした条件を列挙している。思い出せば、次のようになる。

（1） 日本は、アメリカとドイツが戦争になった時、三国同盟の下でもアメリカに対して敵対的な行動を取らない事を約束する。

（2） 日本は、日米の解決案の最終的な合意の日から１８ヶ月以内に中国から完全に軍を引き揚げることを約束する。

（3） アメリカとその同盟国は、これらの約束の見返りに、そしてインドシナと中国からの日本の軍隊と引き揚げ開始の証拠と共に、（a）日本の資産の凍結と日本への戦略物資の禁輸とを部分的に解除し、（b）調印と批准はこの合意から来る義務を日本が完全に守ることによるとの明確な理解の下に、日本と新しい通商条約及び航海条約の交渉を始める。

（4） 日本はインドシナから軍隊の引き揚げを完了する。

（5） アメリカとその同盟国は、中国から日本の軍隊が引き揚げを完了するのと同時に、資産凍結と禁輸を完全に終結させ、新しい通商条約と航海条約を実効させる。

（6） 満州の支配権については、ヨーロッパでの戦争が終わった後で決める問題として残す。---近衛は、もしも連合国側がヨーロッパで勝てば、連合国は日本の満州からの撤退をはっきりと強いることができるだろうし、もし反対に枢軸側が勝てば、日本は同様に満州の支配を続けることができるだろう、と大統領に指摘するつもりだった。

私はまた、他のどこにも書かれていない近衛の計画のある一面をグルーがレポートの中で触れているのを思い出す。近衛と大統領との会談で合意が期待されている事項が漏れることの危険について近衛が心配しているため、大統領の協力を得て、合意の条件を日本に帰るまで秘密にしておく計画である、と近衛はグルーに語っていた。近衛は、帰国すると直ちに天皇に会い、天皇から合意条件の承認とその旨の詔勅を得、そうしてからすぐにラジオを通じて天皇と軍当局トップが支持している条件を国民に発表するつもりだった。既に書いているように、この合意に対する国民の反応は大変に賛成であろうから、過激分子といえどもこれに打ち勝つことはできないだろう、と近衛は信じていた。

グルーの抑留中のレポートを熟読し、コメントしてから既に半世紀が経っており、メモも取っていないが、私は以上が読んだことの正確な解釈であると信じている。お互いに管理しながら、一歩づつ同一歩調で進めていく性格を持つこの合意は、特に私の頭の中に明確に残っており、これは送還船「グリップスホルム」の中での議論でグルーが強調していたことによる。最初のステップは日本にだけ要求されている点をグルーは強調した。アメリカとその同盟国は、インドシナや中国から撤兵するというように、日本が約束したことを誠実に実行していると確信するまで、資産凍結や禁輸の解除、あるいはその他の何かコストとリスクを伴うような行動をとる義務はないのだ。アメリカとその同盟国は、何のリスクもなく、ただ見ているだけで、連合国の原則や目的を犠牲にせずに太平洋での戦争を避けるという大変な成果を得ることができたのだ。

近衛の考えた条件は、グルーの東京からの電信にこのように細目にわたっては提示されていないが、それは近衛が会談の前に細目にまで立ち入ることを嫌ったか、あるいは近衛と大使館がアメリカの暗号の安全性を信頼していなかったかにより説明できるかも知れない。なぜグルーが後に書いた本
で、諸条件をこれほど詳しく示さなかったのかは分からない。合意条件の実行を連合国側が明らかにコントロールできるという調停の具体的項目は、近衛とルーズベルトの会談が行われるべきだったとのグルーの立場をさらに強くするように思えるのだが。

送還手続き
我々と、アメリカに抑留されている日本人の外交官やビジネスマンなどとを交換するというスイス、スペイン両政府を通じての調停が最終的に確定し、６月１８日が出航の日と決まった。我々は、「浅間丸」に乗船して、香港、サイゴン、シンガポール経由でスンダ海峡を通過し、インド洋を横切ってモザンビークの首都のロレンソ・マルケス（今のマプト）へと向かう。そこで、ニューヨークから日本人の送還者を運んできたスゥエーデンの巡航船「グリップスホルム」と落ち合う。日本人は浅間丸で東京へと向かい、我々はグリップスホルムでリオを経由し、ニューヨークへと進むことになった。

６月１８日が近づくにつれ、グルーは、どうしたらレポートを最も安全に持ち出すことができるか思案した。我々の身体や持ち物は、外交慣例のもとでは調べられないことになっていたが、日本人がこのルールを尊重するという保証はなかった。１２月８日の大使館構内の捜索のように、彼らは抑留中に外交官特権の多くのルールを尊重してきていなかった。

ドゥーマンたちとこの問題を話し合った後で、グルーは、この６０ページの法律文サイズの書類を７部コピーして運ぶことに決めた。彼自身、ドゥーマン、クロッカー、ボーレン、私、そのほか２名の大使館関係者が一部ずつ持ち出すことになったが、これは荷物よりも我々自身を調べる可能性の方が少ないだろうという考えに基づいていた。７部のコピーができ上がった時に明らかになった問題は、書類はうまく折り曲げられず、ポケットの膨らみが目立ってしまうということだった。そこで誰かが、それぞれのコピーの上に穴を二つあけて、首に巻いた隠し紐で背中に吊り下げて、シャツの中に隠すという方法を考え付いた。乗船したあとで、グルーの船室に行ってコピーを彼に手渡し、航海の間中鍵を掛けた箱に保管する、というものである。

６月１７日の早朝、整列した警官に護衛されて私たちはタクシーで東京駅に着き、警官の列の中を大きな待合室へと歩いていった。そこに、東京近在のあちこちに抑留されていた百人ほどのアメリカ人を始めとする外交官、伝道師、ビジネスマン、新聞記者たちが集められていた。新聞記者は皆スパイだと思われていたので、厳重な監禁状態に置かれたり、牢屋、それもしばしば独房にに入れられたりして、常時取り調べを受けたり、拷問を受けたりしていた。後に、彼らは船の上で、彼らが受けた水責めの拷問を何度も披露したものだ。６ヶ月に及ぶ分離の後会った友人たちは、握手を交わし、経験を話し合った。

一時間ほど後に、私たちは特別列車に乗って、川崎からぐるりと回って直接に船の側まで着いた。汽車の中や、かなり大きな浅間丸に乗る時に、捜索や検査は一切なかった。船の上には、日本中から集められたアメリカ人を始めとするもっと多くの送還者がいた。グルーのレポートのコピーを持って乗船した者は、予定通り彼の船室にコピーを届けた。

すぐに、故障が起きて出発が遅れそうだという噂が広まった。船は防波堤の外に出て錨を下ろした。翌日には、さらに東京湾の沖の方へと移動して投錨した。外務省などの役人や警官が汽艇で来たり行ったりし、すぐに出航するらしいとか、岸に戻るらしいとかの噂が飛び交う中で、一週間が過ぎていった。ＡＰ通信のマックス・ヒルという新聞記者は抑留中の殆どを独房と拷問で過ごして来ていたが、出航できないのなら自殺すると言い、本当にしかねなかった。実際、その何年か後に彼は自殺したが、多分抑留中に受けた苦しみも原因になっているのではなかろうか。

アメリカへの長い航海

６月２４日の夜１２時頃に、私はデッキへと出ていった。多数の乗組員が汽艇から降りているところだった。近くの砲艦がせわしなく明かりでシグナルを送っていた。デッキのさらに下では、警官がグッバイと言っているのが聞こえた。私は、外務省の汽艇が最後に去っていくのを見られるように、何人かの大使館仲間を起こして回った。錨が上げられて、船が動き出した。そして、港の軍事的な秘密を持ち帰られるのを恐れたからであろうか、我々がデッキを離れるように命令された時、船の先端に聳え立つ縦横４０フィートほどの巨大な白い十字に灯がついた。我々の航海は、進行中の海戦域であるアジアを回り、インド洋を横切ってアフリカへと向かっていくが、敵味方の戦艦や潜水艦がそれを見て守ってくれるはずのこの安全護送の印に我々の命がかかっていた。

何年も後になってから、チップ・ボーレンが私に語った話を繰り返すには、ここがピッタリのところだろう。彼がモスクワであるパーティに参加した時、ドイツの海軍武官がいた。誰かが戦争初期の外交官の交換を話題に持ち出したので、ボーレンが浅間丸に乗っていたことを話すと、この海軍武官はボーレンを見て、あなたが生きているのは幸運なことだと言った。彼はインド洋にいた潜水艦の艦長で、ある暗い霧の出ている夜に行く手を横切ろうとする大きな船を見つけた。彼は、それが連合国側の船だと思い、魚雷を装填した。まさに発射の命令を出そうとした時、霧が晴れて、大きな灯の点いた十字を認めたということだ。彼とボーレンは、運命とお互いのために、ウォッカで乾杯をした。

紙面に限りがあるが、故郷への長旅の中での出来事をもう一つだけ取り上げよう。グルーは、ロレンソ・マルケスが近づくにつれて、町なかで駐米日本大使の野村吉三郎提督に会ったらどうどう振る舞うべきか悩んでいた。彼らは長年の友人であり、普通であればグルーは彼と喜んで挨拶を交わすだろう。しかし、今や野村はアメリカが交戦状態にある国の大使だった。グルーは、野村と彼が談笑している写真が自由世界にばらまかれるのを望んでいなかった。彼は、もし出会うことがあれば、固いお辞儀をして、立ち止まらずに通り過ぎようと決心した。

はたして、彼らは表通りで出会った。野村は、来栖三郎大使と一緒だった。来栖は、開戦の一ヶ月ほど前に、野村を助けるためにワシントンに送られていた。私はたまたまグルーと一緒だった。野村はグルーににこやかに手を差し出そうとした。来栖も後に従った。グルーは決して歩くペースをゆるめなかった。冷たくお辞儀をし、差し出された手を無視して通り過ぎた。この出来事は長い間彼の心を苦しめたが、彼は正しいことをしたのだと信じていた。

ハルへのレポート提出

我々は８月２５日にニューヨークに着いた。船は、すぐに国務省や他の役人、新聞記者たちであふれかえった。彼らは殆どがグルーを目指した。彼は新聞記者と会い、到着時の火急の事項を片付けると、私と二人でリムジンに乗って駅へと向かい、ワシントン行きの汽車に乗った。

ワシントンで彼の車と運転手に落ち合い、ウッドランド通り２８４０のグルーの家へと向かった。彼は荷を解いて、いくつか手紙を読み、電話をかけた。そして、早い夕食を終えようとしていた頃、ドアのベルが鳴った。ジェイムス・フォレスタルとかハリー・ホプキンスとかいった６人ほどの旧友が次々にグルーの帰宅を祝って訪ねてきて、パール・ハーバーの前や後の出来事についての彼の説明を聞いた。

翌日、レポートのオリジナルコピーを持って、グルーと私は彼の車に乗り込み、ハルの執務室のある国務省の南西の角へと向かった。我々がハルの執務室の外側にたどり着くまでに、待ち構えていた１２人ほどのレポーターやカメラマンがグルーに質問やフラッシュを浴びせかけた。ウェルズ次官は外出中だった。しばらくして、グルーはハルのオフィスに招き入れられた。私は外に座ったまま、ハルとウェルズの秘書が私たちの経験について聞いてくるのに答えようとしていた。

２５分ほどして、ハル長官の甲高い明らかに怒ったテネシーなまりが樫のドアの外にまで聞こえてきた。彼が何と言っているのは判別できなかったが、会談がうまくいっていないことは確かだった。すぐにドアが開いて、グルーがなにか震えているような感じで出てきた。ハルの姿はなかった。まだ朝と昼の中間だったが、グルーは通りを二ブロック上がった所にあるメトロポリタンクラブで昼食を取らないかと言った。

そこに落ち着くと、私は何が起こったのか彼に尋ねた。彼は、国務長官にレポートを提出して、このレポートは意見が一致した大使館の主要メンバーのコメントと指摘を取り入れてはいるが、グルー一人が責任を持つ彼の私的なものだと説明した、と言った。「ハル長官もご存知のように、１９４１年後半の日本の状況に関する大使館の分析と見方、そして、アメリカが取るべき方向についての勧告はワシントンで受け入れられなかった。」とグルーはハル長官に続けた。「もちろん、この背景には、ワシントンだけが知っていて東京が知らない要因があったのかも知れない。しかし、そのような要因があったにしても、大使館には何の連絡もなかったし、大使館からのメッセージに対しても、事実殆ど返事はなかった。そういう状況ではあるが、記録が残っているのは東京なので、記録を見直しながら、長官と大統領および国務省の保存文書に対するものとして、パール・ハーバーに先立つ数ヶ月間の交渉の率直な評価を秘密のレポートとして作成したのだ。私は誰にもコピーを手渡していないし、長官の承認なしにはそうするつもりもなかった。」

ホブソンの選択

長官はレポートをめくり出した。読むにつれて、長官の顔は険しくなり、顔が赤くなった。しばらくして、彼は机の向こうにいるグルーの方にレポートを投げ返して言った。「大使、君がこのレポートと残りのコピー全部を破棄すると私に約束するか、あるいは、これを公表して、アメリカ国民に誰が正しくて誰が間違っているか決めてもらうか、どちらかだ。」呆気に取られて、グルーは、これはワシントンの彼の上司にたいする彼の率直な秘密のレポートであり、良心に照らしてこれを破棄することはできないし、また、国論の統一が一番重要な時に、レポートを公表して国民の議論の対象にするのにも賛成しないと答えた、と言った。グルーは、彼が最も有効に働けることとして、日本の軍事力の強さと、最後には勝利することになろうが長期化する太平洋戦争に準備する必要性とをアメリカ国民に知らしめるため、国務長官の承認の下に、国中を大々的に講演して回ることを決心していた。長官の返答は、「大使、明日の朝１０時にもう一度ここに来て、私が提案した選択肢に対する君の答えを出すように。」というものだった。

私はグルーに、彼が答えた以外の答えは考え付くことができない、と言った。翌朝、我々は再び彼の車に乗り、ロッククリーク・パークウェイをハルのオフィスへと向かった。この時は、新聞記者もカメラマンもおらず、グルーは速やかにハルのオフィスへと招き入れられた。今度は、樫のドアから何の音も漏れてこなかった。３０分ほど経って、二人が微笑みながら、明らかに友好的な態度で現れた。

再び、グルーはメトロポリタンクラブに歩いていこうと誘った。グルーの方から何も言い出さなかったので、しばらくして私の方からレポートについてどうなったのか尋ねた。国務長官はそのことには触れなかったが、グルーのアメリカ講演旅行計画については強く支持すると表明した、と彼は答えた。残りの時間は、ヨーロッパでの戦争やその他の話題に費やされた、と彼は言った。

目的に役立たない

しばらくして、グルーの助力もあり、私は国務省で戦争が終わった後の計画を立てる仕事をするポストに就くことができ、日本占領に関する調査・政策レポートを準備した。私は、グルーと会い続けた。グルーは１９４４年に二度目の国務省次官に任命された。私は、国務省のファイルを徹底的に探したが、彼のレポートを見つけ出すことができなかったので、一、二度、レポートがどうなったの彼から聞き出そうとした。彼は、その話題に入るのを決して望んでいないようだった。ドゥーマンとも時々会ったが、同じ反応だった。

年月が経ち、１９７０年代と１９８０年代の間に、ワシントン勤務となった時、私はレポートのコピーを見つけようと心に決めて努力した。我々の大使がパール・ハーバー直後の抑留中に、その場所で書いたパール・ハーバー前の交渉の個人的な評価をその分野の研究者が見ることができないというのは問題だと思えた。特に、この場合は、提案されていた近衛・ルーズベルト会談に関して、大使とワシントンの見解が鋭く異なっていたのだから、なおさらである。ワシントンと大使館のそれぞれの基本的な主張は、既に長らく公的な記録として公表されていた。しかし、グルーの抑留中のレポートほど雄弁に、説得的に大使館の立場を述べているものを私は見たことがなかった。以前に、レポートはハーバード大学のグルー文書コレクションの中に見あたらないと確認していたので、私は、グルーの長年の秘書であるマリアン・アーノルドおよびグルーの家族から鍵を見つけようとしたが、無駄だった。家族によれば、グルー（１９６５年に死去）は、彼らとの最後に近い会話の中で、歴史に対して言いたいことはすべて彼の本の中にあると言っていた。このグルー自身の希望についての明快な言葉と、もうコピーは存在しないと確信により、私はレポートを探すのを止めた。

グルーが１９５２年に著した「激動の時代１巻—３４章パール・ハーバー：１０年の視点から」の中で、彼の抑留中のレポートと同じテーマについて、１３１ページにわたり再び明言している。そして、著名な歴史家であるハーバート・フェイスが１９５２年に著した「パール・ハーバーへの道」に書かれている反対の見方を引用している。

「もしも、グルーが考えたように、近衛がルーズベルトに対して、信用でき、かつ満足のいく新しい約束をするつもりがあり、またできたとしても、近衛は回顧録でそのことに触れていない。それらが明らかにされているどんな記録もない。近衛は、好むと好まざるとにかかわらず、彼が主宰した会議で細かく決められた条件に囚われていた。その最後のものは、９月６日の御前会議で見直されて特定された最小限度の要求
であった。彼がそれを避けて通ることはできなかったであろうし、必死の行動の中でそれを捨てることもやらなかったであろう。彼の政治的な経歴のすべてがその反対を語って……」

グルーは、私が述べてきたように、近衛がルーズベルトと直接に顔を合わせられれば、９月６日やそれ以前の御前会議で特定された最小限度の要求を避けて通るつもりであったし、そうできたであろうと信じていた。

グルーは、「激動の時代」での説明で、次のように結論付けている。

「私も同様に、この追記をフェイスの本からの一文の引用で終えることができる。それは、フェイスの文脈から切り離されて取り出せば、私の側から見ても、すべての問題の急所である。フェイスはこう言う。グルーは正しかった、ワシントンの当局は彼らの言い分と不信感に捕らわれすぎていて、グルーが見たものを認識できなかった、と考えることは常に可能であろう。」

「激動の時代」の３４章を読んでの結論は一つで、１９５２年の時点でも、グルーはハルと大統領へのレポートで表現した彼の見方を固く持ち続けていた。そうであれば、彼はなぜ１９４２年にハルにレポートを受け取らせ、国務省の保存ファイルとし、「アメリカの対外関係、１９４１年、日本」として２５年後に歴史家が見ることができるようにすることを主張しなかったのだろうか。なぜ彼は明らかにすべてのコピーを破棄してしまったのだろうか。

私には分からないが、できる限りの推量をすれば、嫌がるハルにレポートを押し付けても目的に役立たないばかりか、反対にハルと国務省からグルーを切り離してしまい、グルーがその時最も重要だと思っていたこと、すなわち日本の軍事力と長期戦の見通しをアメリカ国民に知らしめる講演旅行に対する彼らの支持が得られなくなると結論したのではないか。彼はまた、戦争の終結を視野に入れ、連合国が日本に課す条件、特に天皇に対する処置について影響を及ぼし得る可能性を危うくするようなことをしたくなかったのかも知れない。彼の歴史に対する義務に関しては、上述のような不利益がなくなってから、後になって論文や本で彼の話を語ることができると結論付けたのかもしれない。

この仮説を支持する材料は、グルーの目的にとって邪魔物としてのレポートが取り除かれた結果、彼は１９４２年から１９４３年にかけて講演旅行を行うことができたという事実、そして１９４４年から１９４５年にかけて連合国の占領政策、特に天皇についての政策に関して重要な影響力を行使できたという事実である。彼はまた、１９４１年の交渉に対する彼の見方を彼の本の中で—部分的には１９４４年に出版された「滞日十年」の中で、より詳しくは、退官後の１９５２年の「激動の時代」の中で—説明することができた。

半世紀の後に

半世紀後という時の味方を得た上で、近衛がルーズベルト大統領に提案した会談に対する賛成と反対の議論を再検討して、どのような結論が導き出せるのだろうか。私自身の見方は、次のようなものである。

1． アメリカは会談の提案を受けるべきであった。受け入れ可能な解決策が会談で合意に達し、それが一年半から二年の期間に成功裏に実行に移されることができたと信じるに足る確かな基盤が存在した。もしも会談が行われて失敗していたら、会談がなかった場合よりも状況は悪くなっていた、というワシントンの主張
は受け入れ難い。会談の失敗の結果が、実際に起こったこと—四年にわたる恐ろしい戦争—よりもどうしてもっと悪くなることができようか。

2． 会談が行われていれば合意に至ったであろう、という可能性の方を私は信じる。その合意が効果的に受け入れられ、実行に移されたかどうかについては、より確かではない。近衛とグルーの議論は説得力があるが、１９４１年の日本は軍部の支配が強くなりすぎており、また東アジアにおける日本の覇権という目標にあまりにも係わり過ぎており、より強い軍事力によって打ち負かされる以外に流れを引き戻すことは不可能だったのかも知れない。また、会談の提案および近衛が会談から持ち帰ろうと期待していた解決策を実行していく事に対して、東条将軍やその他の軍高官は支持している、と近衛と豊田外務大臣はグルーとの会話の中で言っていたが、それは誇張があったのではないかと疑う必要もある。しかし、そう言われた後でも、次のように言える本当の可能性は残っている。近衛とグルーは正しかったのだ。日本の戦争への道に対する天皇と日本国民の幻滅は非常に強かったので、近衛が提案したアメリカと日本の解決案の条件は日本で圧倒的に受け入れられ、効果的に実行されたであろうと。

3． グルーが１９４１年の夏と秋にワシントンに提出した分析と見方と勧告は、全体に正しいものだった。彼は、上述のような理由から、会談が行われるべきだと強く迫った。その一方で、彼は会談が成功しない可能性も認識していた。そして、正当にも、もし会談が失敗したら、会談がなかったよりも状況が悪化していたというワシントンの主張を受け入れなかった。グルーの日本における状況の報告、日本人の心理状態の分析、そして会談の機会を逃すことによる戦争の急迫への警告は、この上なく知覚力の鋭いものであり、この上なく正確なものだった。

太平洋戦争は避けられていたかも知れないのか。私は、そうだと信じている。そして、ワシントンは、原則や利益を犠牲にすることなく太平洋戦争を避けられる、信じるに足る機会を利用しそこなったのだと信じている。

近衛についての追記

私の近衛に関する記述に付いては、簡単な追記が必要だろう。国務省での戦後計画に関する私の仕事のうち、終わりに近いものの一つとして、私は「日本の戦争犯罪者の逮捕、裁判および処罰」という書類を書いていた。１９４５年１０月初旬に、マッカーサー将軍の政治顧問だったアチソン特使の特別補佐官として東京へと向かった時、私はまだ最終承認されていないこの書類を持って行き、他の書類と一緒に情報としてアチソンに渡した。

１１月の中頃にアチソンは私をオフィスに呼び、マッカーサー将軍から「多くの主要なＡ級戦犯は既に逮捕され、投獄されているが
、日本にはもっと外にもA級戦犯がいる。」と不満を言われたばかりだと言った。マッカーサーは、そのようなA級戦犯をすぐに逮捕できるように、私の記憶では24時間以内に、彼の机に追加リストを届けるように、とアチソンに言った。

アチソンは、まだ正式のものになっていないとはいえ、私が戦争犯罪人に関する指令の草案を書いていたので、そのような追加リストを作るとすれば私が任に当たるのが自然だと言った。私は、私の仕事は様々なクラスの日本人戦犯の逮捕、裁判と処罰に関するもので、どの個人が戦争犯罪人かというものではないが、必要な助力があればリストを作れるだろうと答えた。

そこで私は、日本学者としてトップクラスで戦前からの友人の、カナダ人のハーバート・ノーマンを呼んだ。彼は、マッカーサー将軍の総司令部に、情報部員の肩書きで所属していた。彼は日本の経験も長く、日本語も堪能なので、誰が主要な戦争犯罪人なのかについて、私に豊富な知識をくれるだろうと分かっていた。その晩、宿泊所だった第一ホテルで、一緒にリストを書き上げて、それぞれの名前に簡単な理由を添えた。私は翌朝、それをアチソンに手渡し、アチソンはすぐにそれをマッカーサー将軍に届けさせた。一、二日後に、新聞の大見出しは彼らの逮捕を報じた
。

しばらくたって、マッカーサーはアチソンを呼び、日本にはこの外にも主要な戦争犯罪人がいるのは確かだ、と言い、二つ目の追加リストを求めた。私は再びノーマンと会ったが、この時彼は近衛もリストに含まれるべきだと強く主張した。日本が中国に攻めこんだ１９３７年を含めて、パール・ハーバーに至る１０年近くの期間の殆どを近衛は最も高い責任者の地位に就いていた、というのがその理由だった。最初のリストを作った時、近衛もリストに含まれるべきだとするノーマンに私は抵抗していた。私の主張は、近衛は日本の攻撃的な進路の主唱者であったことは一度もなく、むしろ生得の、どちらかといえば弱くなかなか決断できない性格ゆえに、攻撃的な連中に利用されてしまったのだ、というものだった。そして１９４１年に至って、彼はルーズベルト大統領との会談という彼の計画に光明を見出し、日本の軍国化を引き戻すべく、命の危険をものともせず全力を尽くしたのだ。ノーマンは、その点を評価しながらも、近衛のような地位に就いていて、日本の戦前の意志決定プロセスと彼が主宰した危急の御前会議の直接的な知識を有する人を我々のリストから除外することはできない、と主張した。近衛の立場は、主要な戦争犯罪容疑者というよりは、重要な証人というものであった。

そこで、我々は近衛を二つ目の追加リストに含めることにした。しかし、我々はまた、近衛の逮捕に際しては、その特別な事情を彼に説明する、ということも合意した。ノーマンは私よりも遥かに日本人とのコンタクトが多かったので、このメッセージを近衛に伝える誰かを探す役目を引き受けた。

近衛は、１２月６日に彼の逮捕を知らされた
。そして、巣鴨拘置所に出頭することになっていた十日後の早朝に自殺した。ノーマンは、近衛の親友に我々のメッセージを伝えてくれるよう頼んである、と言ったが、メッセージが届いたかどうかは分からなかった。たとえ届いていたとしても、何の影響も持たなかった可能性も強い。近衛に近いグループから聞こえてきたのは、二度首相になったものとして、また天皇の長年のアドバイザーとして、そしてまた千年を遡る貴族の血統として、戦争犯罪人容疑者の法廷に立つ屈辱に彼のプライドが耐えられなかった、というものだった。岡義武は、「近衛文麿—政治的伝記」
の中で、近衛が死の数時間前に、息子の通隆に鉛筆と紙を持って来させて、つぎのように記述したと書いている。

「僕は支那事変以来多くの政治上過誤を犯した。これに対して深く責任を感じて居るが、所謂戦争犯罪人として米国の法廷における裁判を受ける事は堪へ難い事である。殊に僕は支那事変に責任を感ずればこそ、此事変解決を最大の使命とした。そして、此解決の唯一の途は米国との諒解にありとの結論に達し、日米交渉に全力を尽したのである。その米国から今犯罪人として指名を受けることは、誠に残念に思う。」

· 本稿は、American Foreign Service Associationの会員用雑誌「Foreign Service Journal」の１９９１年１２月号に掲載された「外交の最終ラウンド（Diplomacy’s Final Round）」を元に加筆・修正したものである。また、同内容の拡張版が「The Journal of American-East Asian Relations」（シカゴ）の１９９２年春季号に掲載されている。

· 注は翻訳者による。
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沖縄返還に対する功績により、１９８２年日本政府より勲二等瑞宝章叙勲

（主な著書・出版物）

「The Occupation of Japan」MacMillan,1950年

「The US Versus the USSR—Ideologies in Conflict」Public Affairs Press, 1959年

「World Population—Silent Explosion」Department of State monograph, 1978年（共著）

� ボストンから１５ｋｍの西郊にある進学校


� アラスカ南東部の、ブリティッシュ・コロンビア州に近い町


� ７月１６日に第２次近衛内閣は総辞職し、引き続く第３次近衛内閣で近衛は松岡に変えて豊田貞次郎を外相とした。


� アメリカによる日本の在米資産凍結は７月２５日、対日石油全面禁輸は８月1日である。屑鉄は前年の９月から禁輸となっていた。


� ヴァージニア州西端に近いホット・スプリングス・ホテルに日本人外交官は抑留されていた。


� ジェームス・ドゥーリトル将軍が指揮した１９４２年４月の東京奇襲空爆


� 「対日十年」（１９４４）と「激動の時代」（１９５２）。この時期のワシントンと東京大使館の間の公式な電信やその他の通信文書は、「アメリカ合衆国の対外関係、１９４１年、日本」に収録されている。


� えり好みできない選択、あるいはどちらの選択肢もよくない選択。１７世紀の英国の貸馬車屋ホブソンの故事に因む。


� ９月６日の御前会議で議定された「帝国国策遂行要領」別紙の最小限度の要求事項


� ハルが後年に書いた回顧録からも、この意味の主張が読み取れる。


� 総司令部は、９月１１日に元首相東条英機以下３９名を戦犯容疑者に指定して、その逮捕を命じていた。


� 総司令部は、１１月１９日、新たに元首相小磯国昭、荒木貞夫ら１１名を戦犯容疑者に指定、その逮捕を命じた。


� １２月に入って、さらに総司令部は１２月２日に元首相広田弘毅、平沼麒一郎ら５９名を、１２月６日に元首相近衛文麿ら９名を戦犯容疑者に指定し、その逮捕を命じた。この結果、合計で百人を超す枢要な人物がA級戦犯容疑者となったが、実際に起訴されたのはこのうち２８人であった。


� 岡義武著「近衛文麿」（１９７２年岩波新書）の英訳版
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